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は　　じ　　め　　に

森林は、木材生産だけでなく多面的な機能の発揮されることが要求されている。森林が生育する傾

斜地では、林床植生が減少し過ぎると、土壌表層の有機物層が流出し、更には鉱質士層が流出する。

土壌表層の流出は、土壌構造が悪化し、地力の低下、水の浸透能の低下を生じ、木材生産、水源かん

嚢、土砂流出防止機能が低下する。林床植生の増減は、主に林内の光環境に影響される。

林内の光環境は、同一立地であっても、スギ、ヒノキ人工林内では暗く、特に間伐期の林内で鼓も

暗く、樹種、林令、施薬によって変化する。これに対応する林床植生の経年的変化を把彊する必要が

ある。

揖斐郡谷汲村岐礼砲刺子おいて、下刈り、枝打ち、間伐、巻き枯らし、樹下植栽等の辞林施薬が実

施された幼令から壮令人工林を中心に、階層別の植生調査を10年間に3圃実施した。この調査から、

林床植生の主体である草本層の変化について検討した。

この報告の調査は、昭和52年から昭和61年度に実施した機能別モデル林施業調査事業の植生調

査(3、4)として実施したものである。

なお、調査にあたって、御協力いただいた岐阜県林業振興課.(旧経営普及課)資源調査係の職員の

万々に深く動態を表する。

1　調　　査　　方　法

1.1　調査場所

調査地域は∴図-1に示す岐阜県南西部の揖斐郡谷汲村岐礼地内である。調査した方形区は表-1

に示す18箇所に10×10mの大きさで設定した。方形区は、1977年10-11月、又は、

1981隼11月に設定した。方形区的31、32、36は、1981年に設定した。
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方形区の設定は、410haの機能別モデル

林内において、様々な林柏、地形、土壌とな

るようにした。設定時の林相は、広葉薗林、

ヒノキ造林地、スギ造林地である。設定時の

林令.は、2-43年である。立地条件は、標

高180へ830m、傾斜角0へ40〇、土壌

がチャート、砂岩、粘板岩を母材とする褐色

森林土壌である。

気象(5)は、調査地域の下部で年降水量

約3000m、年平均気温約14℃である。

最深積雪深(2)は、尾根の頂部で約1.Om

である。植生は、約800m以上が冷温帯林、

それ以下は暖温帯林である。

工2　調査方法

調査は、植生調査、毎本調査を行い、1977

年10へ11月、1981年11月、1986年

5月に行った。樽生調査は、階層別に種類、 図-1　調　　査　　地

被度を測定した。被度は、階層別には被覆蓮

の百分率、階層の種類観こはブラウン・ブランケの優占度を用いた。毎木調査は、胸高画径4鋤以上

について行った。

・2　　結　果　と　考　察

2.1　方形区の林況

方形区における植被率と調査期間内の森林に対する施業、災害とを表-2に示した。

胸3は、コナラ、クリ、ミズナラが多い冷温常駐落葉広葉樹林で、天然林として育成されている。

比1は、一時二段林施業が実施された。方形区設定時にはケンポナシ、カラスザンショウが優占す

る落葉薗杯であったが、1978年度に土木の受光伐、ヒノキの樹下植栽が行われ、1984年には

残存する上木の伐採も行われた。

蝿31は、二段林施薬が継続している。1980年度にコナラ林の上木を受光伐し、ヒノキの樹下

樽栽が行われた。

斑39、9、8、12は、稲生樹の皆戊後、植林されたヒノキ人工林地である。蝿12は壮令林で、

あるが、その他は幼令林である。

耽32は、1979年度、広葉樹林の皆伐後、スギ、キリが混橙された林分である。

恥7、工0、11、13~18、22は、前生樹の皆伐後、植林されたスギ人工林である。1977

年時点で、胸7は幼令林であるが、その他は壮令林である。

籍林災害は、56豪雪による梢端折れ、幹折れ、倒伏被害を受けた。肌10、12は被害が大きく

1977年と1981年との上層木の檀破率で大きく変化した。その他の林分は、被害が軽微であった。

肌3は、最深積雪潔が1i.omを越えるため電圧による根曲りが大きい。

胸.1は、方形区膚下に堰堤が設樹され、その時の掘削工韓によりわずかに崩壊した。

調査地域の下刈りは、植栽後6牢固、毎年実施されるため、調査期間内に的1、31、36、7→

9で実施された。
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表二1　方形区の立地条件

区　　分 兩ｸﾆ�ｾb�踉��設定年 ��ﾙ.磯��}�~��標　高 �&�����ﾆ��斜面 方位 佛溢隗��土壌塑 �7��ｹ^ｨﾝ��

広　築樹林 �2�1977 僖���b�　m 830 伜)+握們駘｢�S200E l ��ｸ�ｲ�r�BD(d) (dBD) �6���88���ｸ6r�

ヒノキ人工林 (広築樹下) 鳴�′′ �#��270 們駘ｨ岔YB�[ﾘ��ﾗB�S40W �3R�BD 俚ｸｮ(��E9L(ｮ"�

31 ��塔��　※ 35(2) �#���斜面中部 平　衡 斐#��$R�45 �(�"���チャート 

ヒノキ人工林 (皆伐) �3b�′/ 澱�420 們駘ｩ(iYB�勣��ﾅ��N50。E �3��′/ 俚ｸｯ���E9L(ｮ"�9 ��都r�2 鉄3��ゆるい尾根 �3C��$R�16 �$"�// 

8 ��b�3 鼎���〃 �3S�r�20 �(�(ﾍ竰�〃 

12 ��ﾂ��11 鉄���.〃 斐S��$R�30 ��b�チ　ャ　ー　ト 

スギ¥キリ人工林 (広葉櫛下) �3"�1981 ����b�3R�2��310 們駘ｩ(iYB�[ﾘ��ﾗB�E �3��BD 俚ｸｮ(��E9L(ｮ"�

スギ人工林 (皆伐) 途�1977 釘�210 們駘ｨ岔YB�[ﾘ��ﾗB�E �3��′′ 梯��

10 ��b�17 �3���洪　洒　地 �3���$R�10 �(ｼ｢�チャート、 砂岩、粘板岩 

11 ��b�18 鼎���斜面中部 平　衡 �3#��R�40 �$Hｬ｢��砂岩、粘板岩 

13 ��b�21 �#���山麓緩斜面 �3#�r�16 �(ｼ｢�′/ 

15 梯��21 �#C��斜面下部 平　衡 �33���35 �$B�// 

14 ��b�23 �3#��山麓緩斜面 披�14 ��ﾈ�ﾂ�チ　ャ　ート 

22 ��b�29 �����〃 斐C��$R�38 ��b�砂岩、粘板岩 

18 ��b�31 �#���斜面中部 平　衡 燃�38 ��ﾂ��′/ 

16 ��b�43 �����山麓緩斜面 ��ｲ�0 �$R�′′ 

17 �"�43 �#C��斜面中部 出　現 �3s�蹌�41 �$B�ノ/ 

注)　※()蒔きは、広築槙下植栽木の林齢である。
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表-2　　方形区の植被率

」自然災害 
比 佝���b�植　　被　　率　　% 

跡層車覇車低木層 曵Ygｹ���
l・ 

3 ��都r�- ��ｲ�100 鼎��- ����8,��1981 ��ﾈ�ｨ爾�●--一 �����10 凾謔� 

1986 几���- ��SS��8 刮｡軸り大 

1 ��都r�50 鼎��80 鼎��- ��ｸ自YI_h�2�1981 �3��8 ����80　- 

1986 ��ｲ�ー 田��70 

131 ��塔��80 唐�5 鼎��- ��R�

1986 塔��- 迭�50 

36 ��塔��一 ��ｲ�- �����ー 亦�

1986 ��ｲ�ー 鉄R�80 

9 ��都r�ー ��ｲ�一 鉄��樽鞄斤れ 倒　伏 ��ｲ�198l. 辻�ー �2�95 

1986 ��ｲ�ー �#����B�60 

8 ��都r�- �｢�5 �����ー ��ｲ�1981 辻�ー �3R�95 

1986 ��ｲ�- 田��98 

12 ��都r�95 ��ｲ�ー 鼎��樽端折れ ��ｲ�1981 田R�30 辻�20 

1986 涛��- �｢�6 

32 ��塔��20 �2�20 塔��- ��ｲ�

1986 ����30 ��ﾃR�90 

音 7 ��都r�- ��ｲ�30 �����倒　伏 ��ｲ�

1981 田��- �2�80 

1986 都R�ー 鳴�30 

10 ��都r�60 �3��5 都��梢端折れ 辻�1981 �3��- 迭�100 

1986 田��ー 鼎�｢�-　95 

11 ��都r�40 鼎��60 鉄��倒　伏 ��ｲ�1981 田��30 田��20 

1986 田��30 田��20 

音 国13 ��都r�80 ����- 田��幹折れ ��ｲ�

198工 塔��10 ��ﾂﾒﾒﾖ辻�70 

1986 塔��7 唐�70 

音15 ��都r�70 �#��3 �3��- ��ｲ�1981 塔��ー �"�].5 

1986 塔��- 澱�30 

14 ��都r�90 ����了- ○ ���R�ー ��ｲ�1981 塔�� 韮�3 

1986 涛��ー 途�40 

22 ��仍ﾃr�60 �3��1.0 塔��- ��ｲ�1981 田��20 �3��60 

1986 鉄��30 �3��80 

18 ��都r�90 迭�ー �3��梢端折れ 亦�1981 塔��10 辻�30) 

1986 塔��4 ��ｲ�20 

16 ��都r�80 辻�ー 涛��ー 辻�1981 都��ー �"�80 

1986 都R�- ����80 

17 ��都r�粥 ��R�8 凅ｸ��#��梢断れ ��ｲ�1981 涛��「‾ ○ 迭�20 

1986 塔R�3 定��r�20 

森　林　施　薬

広葉　樹林

ヒノキ人工林

(広葉髄下)

ヒノキ人工林

(皆　伐)

1983年 で下刈り
1984隼に土木伐採

1980年まで下刈り

1981年まで下刈り

1981年まで下刈り

スギキリ人琳
(広築樹下)

スギ人工林

(皆　伐)

1984年まで下刈り

19鎚年まで下刈り

1981へ86年に間伐

981~86年に隣接地の

1974毎に隣接地の皆伐
1977-81年に間伐

1977へ81年に間伐
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表-3　　方　形　区　の　林　分　状　況

胸高壇径4cm以上

斑 ��ｩ.吋��林　　　　　分　　　　　状　　　　　況 平均関南 兌ﾘｼ�俘"�掩定地位 凛ym泳y7��胸高断面積 �'��b�
7Il ��ﾈﾆ��怨ﾒ�指数 冏ｲ���扉/ha 

3 ��S�都r�4.4 澱紕�- �"ﾃC���4.4 ��ｲ�1981 釘�2�4.8 �6,500 ����2�ー 

1986 釘纈�5.2 �4,00　0 ������- 

1 ��都r�7.0 途���- ��ﾃs���9.7 ��ｲ�1981 湯絣�10.2 �1,100 ��"紕�ー 

1986 釘紕�5.0 �2、10　0 釘�2�ー 

31 ��塔��ー ��ｲ�ー ��ｲ�ー ��ｲ�

19.86 唐綯�10.7 �1,90　0 ��r�"�

36 ��塔��一 ��ｲ�13 ��ー ��

1986 釘纈�5.8 冤.8　00 釘繧�- 

9 ��塔��ー ��ｲ�11 ��ｲ�ー ��

1986 �2纈�5.6 �1,100 �"縒�ー 

8 ��都r�4.5 ��S�����12 �#�����1.8 ��ｲ�1981 釘縒�10.0 �4　0　0 釘縒�ー 

1986 佻ﾓr�6.2 �2.10　0 湯綯�ー 

12 �����sr�6.4 湯絣�15 �"ﾃ����19.9 ��紿����1981 唐繧�12.4 �2,800 �3B縒�0.6　7 

1986 ����2�14.2 �2.4　00 �8��ゅ��0.7　2 

32 ��塔��- 辻�22 ��ｲ�ー ��

1986 迭綯�7.5 �2,50　0 ��ﾃ�ﾃ2�ー 

7 ��都r�3.6 釘�"�2　5 鳴ﾃs�����2.4 辻�1981 澱貭�8.8 �2,500 ��R�"�0.4　3 

19　8　6 ���紕�12.2 剞F500 �#偵"�0.7　0 

10 ��都r�10.7 ��b���2　5 鳴ﾃC���28.5 ��綛��2�′1981 ��b繧�21.4 �7　00 ��B紕�0.5　2 

1986 ��r紕�24.9 �70　0 �3B���0.54 

11 ��都r�5.9 唐紕�12 �2ﾃ����23.4 茶�紊鋳�1981 澱繧�8.2 �5,60　0 �32纈�(0.56) 

198　6 唐絣�9.6 �5.3　0　0 擢ﾂ纈�(0.64)’ 

13 ��都r�14.4 乖ｳ�偵��18 ��ﾃx�����52.8 ��縱B�1981 ��U�"�21,9’ �1,600 田��"�0.74 

1986 ��R纈��23.0 冤.60　0 田b紕�0.7　6 

15 ��都r�15、l ��ゅ��24 ��ﾃ������45.さ ��縱��19　81 ��b綯�2l.5 �1,50　0 鉄B紕�0.7　6 

1986 �(���縒�22.6 �1,4　0　0 鉄b���0.84 

14 ��都r�15.1 ��ゅ��21 ��ﾃC�����40.5　　　　0.70 1981 ��b繧�22.6 刄�^300 鉄"���0.6　9 

1986 ��ゅ2�2　5.3 剋M0 鉄R�2�0.7　2 

22 ��都r�ー ��ｲ�21 ��ｲ� 19　81 ��偵��21.8 �1,50　0 鉄b縒�0.84 

19　8　6 �(�����b�23.7 儉4　0　0 吐ﾂ繧�0.84 

18 ��都r�、14.3 ��偵��15 鳴ﾃS���4　616 ��縱��198l ��B絣�21.3 �1,500 鉄2紕�0、7　2 

1986 ��B纈�2l.6 �1生00 天ﾂ�2�0,69 0.77 

16 �����sr�23.3 �8��b�"�9　0　0 �9　2.6 19　81. �(��b���41.4 �#��7　0　0 涛B�"�0.7　3 

19　8　6 �#r紕�43.9 �7　0　0 �����R纈�0.7　6 

17 �����sr�12.6 ��B纈�12 �"ﾃs���47.7 ��繹��"�19　81 ��B絣�16.4 �2,600 店��b���0.87 

19　86 ��R�"�17.5 �2,5　0　0 吐ﾂ紕�0.8　8 

※　平均樹高を上層静粛として適用

()牽きはスギの本数で適用
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間伐は、M.10、12、16、22　で行われたが、姐10、12は雪害木除去のためである。No.10で、

生立本数1,400本/haから閥和・56年に700本/haに半減したのは雪害が大きかったためである。

皿14、22の1986年の草本層における植被率の増加は、隣接地の皆伐によっている。

方形区毎の立木の生育状況を表-3に示した。

蝕l、3、8、11は順調な林分の生長増加を示していない。これは、騎3では立木の借換、恥1で

は土木の伐採、恥8では保残アカマツの存在、胸11では副林木の広葉樹の存在が原因である。

なお、肌1は、1986年にはヒノキ艦載木の測定値であるが、1981年までは広葉樹の測定値

である。Nα31は、広葉筒の測定値である。皿10は、雪害木は劣勢木である。胸11は、約3000

本/haがスギ植栽木である。

地位指数をみると、恥7、10、15は、24へ257nで非常に生育が良く、肌8、9、11、17、

36は、15m未満で生育が不良である。また、胸.3の生育は憩い。

2.2　方形区の出現植生

全方形区に出現した種類を嚢-4に示した。

高木層30攫、亜高木屈41種、低木層108種、草本層394種で、各階層の重複を除くと全体

で401種であった。従って、方形区に出現する植生は、大部分が草本層に現われ、草本層以外だけ

に出現する’種は7種と少ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

全体では、常緑樹27種、落葉樹151種、多年草173種、-・二年草50踵である。常緑樹のうち

針葉樹は、スギ、ヒノキ、アカマツ、ハイイヌガヤの4種だけである。落葉樹は全て広葉樹である。

草本層において、会方形区の全調査時の合計51回について、種数別に10回以上出現する植生、

即ち、頻度20%以上の植生を嚢-5に示した。

頻度20%以上の植生は、87・種で、草本層の全出現種の22%を占める。生活型で分けると、常

緑閏15種、落葉樹41種、多年草31種である。常緑樹のうち針葉樹は、ハイイヌガヤ、スギ、ヒ

ノキの3種である。多年草のうちシダ植物は11種で、その他は種・子植物である。

頻度の菌い植生は、アオキ88%と最高で、ハイイヌガヤ、ムラサギシキスシロモジが60%以

上、シログモ、フユイチゴ、トコロ、フジ、ミツバアケビが50%以上である。頻度20%以上に多

く出現する植生の科は、バラ科が6種、キク科、ユキノンタ科、クスノキ科、ツバキ科、ユリ科が4

種である。又、頻度20%以上の植生の特色として、つる植物、シダ植物の割合が高いことである。

つる植物は、草本層に22踵出現するが、頻度20%以上で15種、68%と多くを占める。シダ植

物は、草本層に23寵出現するが、頻度20%以上で11種、48%と多くを占める。

生活型を常緑樹、落葉樹、多年草、一・二年草に分けた場合、頻度別の出現率を図-2に示した。

草本層全体でみると、多年草49%で最も多く、落葉樹37%、常緑樹、-・二年草7%出現した。

表-4　　出　現　種　類　数

階　　　層 儻盈����r�亜高木層 �.�m��r�草本層 ��8�����ﾂ�

常　　緑　　樹 澱�10 ��r�2・7 �#r�

落　　葉　　闘 �)�b�31 嶋��b�144 ����S��ﾂ�

多　　年　　箪 ���0 俣R�173 ��x��2�

一・二年草 ���0 ���5　0 店����

計 �8����4〕. �����3　94 鳴���6c���

※　単子葉橙物は草本とした。
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表-5　　頻度の高い植生(草本層)

頻度% ����B�種　　　　　　　　　　　　　　　　類 

8　8 ���アオキ 

67 ����� ハイイヌガヤ 
- �- 

6　3 刄�ラサキンギブ 

61 ���シロモジ 

5　9 �"�シロタ寺、フユイチゴ 

53 ���トコロ 

51 �"�フジ、ミツバアケビ 

49 �2�ツバキ、エゴノキ、ススキ 

47 �"�ヒサカキ、へクソカズラ 

45 釘�イヌツゲ、コアジサイ、タンナサワフタギ、サルトリイバラ 

4　3 釘�スギ、アブラチャン、カマツカ、キツネササゲ 

41 �8�ﾂ�,ヘリョウブ、イノデ、コバノイシカグマ 

3　9 ���ヤブコウジ 

3　7 釘�シキミ、ウツギ、ヤマウルシ、リョウメンシダ 

3　5 途�マンサク、クロモジ、コバノガマズミ、アカソ、チゴユリ、ジェウモンジシダ、 
イワガネゼンマイ 

3　3 澱�チャ、クサイデュマタダビ　デヂミザサ、ヤナギイノコズチ、ハリガネワラビ 

31 途�・クサギ、ナガバモミジイチゴ、ヤマアジサイ、シシガンラ、タニイヌワラビ、 
キジノ才、シオデ 

2　9 �"�コナラ、ウワミズサクラ 

27 途�コクサギ、シラキ、タニウツギ、オトコブドウ、クリ、ゼンマイ、ビナンカズラ 

2　5 澱�ニワトコ、ミツバウツギ、ジャノヒゲ、ヤマノイモ、アラカシ、ヒノキ 

24 迭�ヌルデ、ヤマアザミ、カンスゲ、イタドl)、ヤマシロギク 

2　2 唐�ソヨゴ、ウリカエデ、クマイチゴ、バイかツツジ、ミカエリソウ、 
アキノキリンソウ、アマチャズル、ツルニンジン 

20 湯�マルバアオダモ、オトコヨウゾメ、サイコクミツバツツジ、ベニドゥダン、 
アケビ、イワガラミ、タラノキ、フモトンダ、ヒヨドリバナ 

計 塔r�常緑樹15　　　落葉閏　41　　多年蜂　31 
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常緑樹は、頻度60%以上で50%出現するが、頻度の減少と′ともに出現率が下がり頻度20%未満

で4%である。落葉樹は、各頻度に57~34%・とほほ平均的に出現する。多年草は、頻度の減少と

ともに出現率が上がり頻度20%未満では53%と多く出現する。一・二年草は、頻度20%未満だ

けに出現し、9%の出現である。

2.5　生育地別の種特性

生育地別に檎生の種特性を検討するため、頻度20%以上の植生について、種類毎に林況指数Fを

求めた。

F二(重幸市)/(珊÷-)

FT:ある種が出現する方形区数

F p:ある種が出現する人工林11年生以下の方形区数

F重言ある種が出現する広築樹林の方形区数

Q　:全方形区数

Qp:人工林11年生以下の方形区数

Qし:広葉蘭林の方形区数

なお、方形区数は、各調査年を合算したものである。　　　　　　　　　　′

助命林と壮令杯との区分を11年で行ったが、これは、12年生以上で樹霜が閉鎖し上層植生と下

層植生にほぼ区分できるためである。調査方形区の人工林は、大部分、広築櫛林からの林種転換であ

るため、幼令称と広築薗林とを合計した。

です嵩に数値を代入すると、市千五三2・5となる。
51

Fの計算結果を嚢-6に示した。

Fの値は、0から無限大の数値を取る。人工林11年生以下と広葉樹林にだけ出現する植生は、F

0　　　　20

頻　　度

60%以上

50%へ

40%へ

30%・-

20%一-

20%未満

全　　体

出　現　率　%

40　　　　60　　　　80-　　　100

撞　　数

4

常緑横　落葉樹　　　　多年肇　　、二年草

図-2　　頻度別の生活型出現率
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二0である。人工林の12年生以上だけに出現する植生は、F二∞である。全方形区に出現する植生

は、F二1.0である。そこで、樋里は、Fが0.8未満で広葉樹林、幼令人工林に生育、Fが0.8以上

1.4未満で普遍的に生育、FがL4以上で壮令人工林に生育の3つに区分した。繊冠が閉鎖した壮令

人工林師こ生育する植生は、耐陰性が強いと考えられる。

幼令人工林、広葉樹林に多く生育するもの27種、普遍的に生育するもの43積、壮令人工林に生

育するもの17種である。頻度50%以上の9種については、最高頻度のアオキが壮令林に多いほか

は8種全てが普遍的に生育し、生育範囲が広い。

橙生を科ことにみると、スイカズラ科、キク科は3穣ずつ幼令人工林、広葉閏杯に生育する。ユキ

ノシタ科は、4竃が醇通約に生育する。

生育地別に生育型出現率をみると図-3のとおりである。

幼令人工林、広築樹林では、落葉揃が63%と大部分を占め、多年草30%、常緑薗7%である。

普遍的に生育する植生は、落葉樹が49%で約半分占め、多年拳30%、常緑薗21%である。壮令

人工林では、多年草が58%と半分以上占め、常緑稔24%、落葉樹18%である。従って、助命人

工林、広葉樹林では落葉樹が多く、壮令人工林では多年草、常緑蘭が多い。

頻度20%以上では、つる植物、シダ樺酸が多かっだか　これらを生育地別にみると表-7のとおり

である。

つる種物は、普遍的に生育する楢生が11種と多く、社命人工林3軽、幼令人工林、広葉薗林1種

と少ない。このことは、実生により繁殖し、又、鳥によって運ばれるものが多く、発芽すればより光

表一6　　林況別の草本層の植生

生育地 巴�種数 偃ﾘ������������������������}��

広工 襲林 蘭に 杯多 ・い 幼植 ��紿決�2��緤j)i��12 �7�6ﾘ4ﾈ��7ﾘ8ｸ6�4�4�5�8(��4X8ｨ4ｨ4x6h��4�6x5(8�4X5ﾘ8���4�7ﾘ486�58���

コバノガマズミ、タニウツギ、タラノキ、べニドゥダン、ミカエリソウ、 

アケビ、ヒヨドルヾナ　ー 

0.6~ ��R�ソヨゴ、エゴノキ、ウワミズザクラ、カマツカ、クサイチゴ、クリ、 令里 人 劍5H485(4�7�686�68685x��6ｸ8ｸ6h��6�484ｨ68685x��8H7ﾘ4�5X7����
アキノキリンソウ、ススキ、シシガシラ、チゴユリ、ハリガネワラビ 

董 ��繹�Rﾒ�20 �486ｸ685���5h4ﾈ7���7�5H4ｨ4ﾈ��8H7X5(4X5x��5H684ﾘ��5(6�8���4�8ﾘ8(5x���

シロモジヽナガバモミジイチゴ、タンナサワフタギ、マンサク、 
ムラサギシギブ、リョウブ、ヤマアジサイ、ヤマウルシ、イワガラミ、. 

逓 的 に 生 劍4�6x5(7X6�4X��4ｨ985�5���8H7ﾘ988ﾘ4ﾘ4���688ｸ6ｨ985x92�

1.0へ ����アラカシ、シロダモ、ツバキ、コアジサイ、コクサギ、フジ、マタタビ、 

亭 す る 植 生 _⊥_ 劍4�4ｨ68��7H8(6x985���5H8ｸ6x8ｨ486�8��

1.2一 ��2�ハイイヌがヤ、クサギ、シラキ、フユイチゴ、ミツバアケビ、イタドリ、 ゼンマイ、チヂミザサ、リョウメンシダ、キ、ソネササゲ、トiコロ、 
ヘクソカズラ、ヤマノイモ 

装 -丁プ 全 林 に 多、 い ��紿-b�8 �4�4�4ﾈ��7(6�984ｨ5�8���6ｨ8�6x5(��7�686�4X684ﾘ��486ﾘ6h���

ジェウモンジシダ、クエイヌワラビ、シオデ 

2.0以上 湯�スギ、チャ、アプラチャン、イワガネゼンマイ、コバノインカグマ、 

聾 劍4ﾈ5x6ﾘﾜｸ��5x886ﾘ7�5���8H6�4ﾘ486ﾘ5(5�6���4�7ﾘ6�885�8ｲ�
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生・育　地

幼令人工林

広葉薗林

普　遍　的

壮令人工林

全　　　体

出　現　率　%

20　　　40　　　　60　　　80　　100

常緑樹　落葉樹　　　　　多年草

図-3　　生育地別の生活型出現率

条件の良い所へ体を移動させ得る能力と比較

的耐陰性が強いため・と考えられる。シダ植物

は、壮令人工林6種と多く、普遍的に生育3

種、助命人工林、広葉樹林2種である。シダ

植物は、胞子により繁殖し、風により遠方ま

で飛散できることを考えると、壮令人工林の

ような比較的安定した環境で生育するものが

多いと考えられる。

撞　　数

2　7

表-7　生育地別のつる、′シダ植物出現数

生　育●地 �,(.���Z��シダ植物 
.幼令人工林 広葉樹林, ���・2 

普　　遍　　的 ����3 

壮令人工林 �2�6 

2.4　出現種の特性

2.4.1　積数の変化

草本層における各測定時の方形区の積数を図-4に示した。

生活型全体では、此7のスギ4牢生が81種と最多であり、肘14のスギ24年生が21軽と最少

である。林令別に種数の動きをみると、約10年生以下で40-80種と最も多く、20-30年生

で20へ50種と最少となり、その後やや増加し約50年生で30-60種である。土壌型別にみる

と、より乾性な土壌で種数は少ない傾向である。又、ヒノキ林は、スギ林に比べて、より乾性土壌に

生育するためか種数が少ない傾向である。

常緑樹についてみると、二段林の蝿7と13年生ヒノキ林の肌12が14種と最多である。スギ40

年生の賄8が3種と最少である。林令、土壌、植栽撹種が異なっても大差なく3へ14種が生育する。

落葉樹についてみると、ヒノキ11年生の胸9が44種と最多である。最少は、30年生のスギ林

的13、15と47年生のスギ林蝿17の8種である。約10年生以下は、12-44種であるが、

20卑生以上では8~22種と械少する。積数は、スギ林よりはヒノキ林の方が少ない傾向である。

土壌型では、乾性土壌の方で種類が多い傾周である。

多年草についてみると、9年生樹下植栽地の肘9が33種と最多で、22年生ヒノキの蛤12、23

年生スギ林の航14が5種と最小である。各林令ともに種数は5-35種でバデッキが大きいが、方

形区ごとには比陳的安定した積数である。林柏別にみると、ヒノキ林はスギ林よりも少ない傾向で、

落繁簡の積数とは対照的である。乾性土壌では、種数が少ない傾向である。
‾・二軍草でみると、最多でも4年生スギ林の皿7で6簿と少ない。方形区内の-・二軍革の生育

が常に2へ3圃続き、これらの生育し易い条件は5隼以上継続すると考えられる。
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2.4.2　種数の出現割合

10年間継続して測定できた15方形区について、3回の調査に-度でも生育した植生の生活型別

に出現する積数割合を図-5に示した。

常緑樹は、ヒノキ林蝕12が24%と最多で、スギ林此18が6%と最少である。簡朝出こは、特

に傾向が認められない。

落葉樹ま、ヒノキ林肌11が67%と最多で、スギ林恥工0が28%と最少である。ヒノキ林(皆

伐)は、全てが50%を越え多い。スギ林(皆伐)は、23-55%と林分によるバラツキが大きい

が、40%未満が8方形区とヒノキ林よりは少ない傾向である。

多年掌は、スギ林賄10、13が61%と最多で、ヒノキ林的.9が18%と最小である。ヒノキ林

(皆伐)は18→24%と少ないが、スギ林(皆伐)は29へ61%と多い。

-・二年輩は、最多出現率がスギ林的7の8%と少なく、5方形区で種数0と少ない。

従って、ヒノキ林では落藤樹が約60%、多年草約20%の比率であるが、スギ林では落葉樹約

30%、多年草55%の比率の林分が多い。

巳4.3　種数の出現頻度

10牢間継続して測定できた15方形区について、方形区毎に植生が何回出現したか、出現回数の

割合を図-6に示した。

0　　粘　20 釦　∠ゝ　40

「ブ

0　塙　20　∂0令　40　50年

▲BB　　-　スギ(皆伐)

嘉B咄)----　ヒノキ(皆伐)

多　軍　曹　・BD・・・・・・…広築樹

o BE　　---　その他

瑞　20　80令40　　50年

図-4　　積　数　の　変　化

-47-

瑞　20　30令女0



生活型全体でみると、1回だけ

出現した植生は30へ70%、2

固出現した植生は19へ55%、

3回出現した植生は15~41%

である。林柄別で出現回数の割合

がおおよそ似ている。広築樹林、

二段林は、一回出現20%、二回

出現25%、三園出現55%であ

る。ヒノキ林(皆伐)は、-回出

現35%、=掴出現25%、三回

出現40%である。スギ林(皆伐)

は、-回出現50%、二回出現25

%、三回出現25%である。従っ

て、各回の調蜜で樽の変化が少な

い順は、ヒノキ林(皆伐)、スギ

林(皆伐)、広築樹林、二段林で

ある。

常緑樹でみてみると、一回出現

0へ40%、二回出現7-60%、

三回出現10へ80%とバラツキ

が大きい。しかし、三回出現では、

肌1・4の10%を除くと、40へ

80%と変化しない種類が多い。

恥14の変化が多いのは、1977

比

広兼的　3

ヒノキ

(樹下)

ヒノキ

(皆伐)

〃　　　8

〃　　12

ス　ギ

(皆伐)

〃　　10

〃　　ll

〃　　18

〃　　15

〃　　14

〃　　　22

〃　　18

〃　　16

割　　　合

0　　　20　　　40　　　60　　　80　　100%

〃　17巨ミミミキ　‾　　　　十二一一一一∴二二二三

′常緑閏∴落　籍∴樹　多　牢∴∴学

園-5　　生活型別の出現割合

年と1981年に橙彼率、種数が少なかったが、1986年に林内が明るくなり大きな変化があった

からと考えられる。

落葉鰍こついてみると、十回出現29へ63%、二回出現17へ48%、三回出現4へ43%であ

る。落紫蘭は、常緑樹よりも三回出現が少な・く、常緑樹よりも植生が変化する。ヒノキ林(皆伐)は、

三回出現が36へ43%とほほlィを占め、他の林分に比べ変化が少ない傾向である。

多隼掌についてみると、-回出現13へ78%、二回出現11へ47%、三回出現8へ43%と方

形区によるバラツキが多い。多年草の積数変化は、落葉樹とほぼ同じくらいで、常緑閏よりも大きい。

2.4.4　種の類似性

10年間測定できた方形区について、各測定年の植生の類似性を?〆rensen(6)の共通係数CC

で比較した。

CC=2a/(2a十b十c)

a:比較する2測定年の共通する種数

b、C:比較する2測定年のそれぞれの種数

CCの値は.、2測定牢で全て同一種の植生であれば1、全く巽なる種であれば0となる。

方形区毎の測定年のCCを図-7に示した。

生活型全体でみると、CCが0.39-0.79で変動し、平均的なCCは0.55である。77×86

は、77×81、81×86よりも低い値をとる傾向である。従って、植生の変化は、以前生育して

いた植物が、-旦消失すれば戻り難い、種組成のある方向への変化が考えられる。

常緑樹でみると、CCが0.33→L00と変動するが、平均的なCCは0.80と高い。各CCの動
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さに傾向は認められず、植生の侵入、消失はランダムに生じている。

落葉樹でみると、CCが0.26へ0.77と変動するが、平均的なCCは0.50である。蝿.7、10、

11、13の比較的若いスギ林では、77×86が他より低く、非可逆的な植生変化がある。恥13

以降のスギ林では、植生の変化がランダムに生じている。

多年草でみると、CCが0.23-0.89と変動するが、平均的なCCは0.50である。77×86

が他より低く、植生の変化に非可逆的傾向が認められる。

林相別にみると、ヒノキ林はスギ林よりもCCが高く植生の変化が少ない傾向である。

CCからCD=1-CCを求め、CDからBray-Curtis法(1)により方形区の位置関係を求

め、図-8に示した。

縦軸の値は、肌11、14のスギ林の昭和52年測定したCDから求めた。横軸の値は、蝕1の広

%∴∴∴∴全　　体

皿　3　1　9　812　　71011131514　22181617

図-6　10年間の出現回数割合
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葉蘭林と肌8のヒノヰ林との昭和・52年測定したCDから求めた。ヒノキ林、広葉樹林は、縦軸の

0.2→0.5、横軸の0.4-0.9に集中する。スギ林の多くは、ヒノキ林、広葉闘林の左に集中してい

る。このことは、でも11、14両者からのCDが大きいためである。

10年間の変動を移動量の大きさでみると、粗8、9、16、17、18は少ない。これらは、若

いヒノキ林と壮令スギ林である。変動壁の大きい方形区は蝕1、3、7、14、32である。これら

は、広築櫛林、二段林、スギ幼令林、林内の光環境が変化したスギ壮令林である。

2.5　硬度の特性

巳も「　硬度の変化.

ブラウン・ブランケの健吉度の中央値を被度とした場合、生活型-ごとに合計した被度は、図-9に

示すとおりである。

No　3　1　9　812　71011131514∴22181617

図-7　　草本層におけるCCの変化
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生活型全体でみると、5へ200

%と差が大きい。又、測定期間中

の変化も大きく、最大で64%の●

被度増加と118%の被度減少が

あった。林令15年生以下では、

林軸こ光が多いためと考えられる

が、50%以上の被度が認められる。

常緑樹、落葉樹、多年草は、そ

れぞれ3へ118%、1・-95%、

0.3へ89%と差が大きい。常緑

闇、落葉樹、多年草の被度の変動

も大きく最大の増加はそれぞれ

17、71、52%で、最大の域少は

109、51、69%である。　　　　　　0

一・二年草は、種数と同様に被

度も少なく、0-20%である。

林柄による、被度の差は認めら

40　　　50　工だ

77-81笹

--○○--8l-86年

数字は方彬区∴他

↓
広奨励林、ヒノキ林

0・2　　　0・4　cD
0・6　　　　　0.8　　　　l.0

図-8　B・C法による方形区の位置関係(CDによる)

40　　　50　時

・BD　　-スギ(暫伐)

具f時I)‾-一--ヒノキ(梯伐)

・Bu　……-広葉的

〇月I:　-・-その他

O　　10　　20　　30　　40　　00咋　　　　0

法　　　　　　　　令

図-9　　草本層における被度の変化

-51-

令

的柳0
≠

0

6

　

　

　

　

　

　

・

{

被

　

　

　

服



れない。

生活型別の被度割合を図-10に示した。

生活型別の経年的な被度割合は、バデッキが大きいが、常緑樹まわずかながら減少傾向にあり、落

葉樹はわずかながら増加の傾向が認められる。広葉樹林地3、ヒノキ林肌9、8、12では、特に落

葉樹の増加傾向が認められる。

常緑樹の積数は、落葉樹、多年草に比べかなり少ないが、被度では種数ほどでない。

2.5.2　種別硬度の類似性

種別の硬度の類似性を類似度百分率PS(7)で求めた。

P S　二
諭(ェi,ヅi)

享(ェらyi)

即ち、PSは、スタンドⅩとYの各種(i)について、小さい方の被度の合計値の2倍と、両スタ

ンドに現われた各種の被度の合計値との比である。従って、2スタンドで全く樋里が一致しておれば

PS=1、全く巽なればPS二0である。

方形区ごとに3測定牢のPSを求めた結果を図-11に示した。

生活型全体でみると、0.06へ0.75　と変動するが、生活型ごとのPSの変動よりは小さい。平均

的なPSは約0.3である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

100

00
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40

20
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100

80

60

40
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0

1981年

th　3　13136　9　8　12　32　7　1011131514　22181617

図-10　　生活型別の被度割合
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常緑樹、落葉樹、多年草は、それぞれ0.03-1.00、0.02へ0.97、0.02→0.89._と大きく変動

する。平均的なPSは、常緑樹が落葉樹、多年草の0.3-0.4よりも高く、約0.5である。

常緑樹において、PS O.8以上を示し7=方形区でPSを高くした植生は、Ndlがフユイチゴ、ハイ

イヌガヤ、‰9がソヨゴ、イヌツゲ、シキミ、的7がフユイチゴ、アオキ、恥1.0がフユイチゴ、比

15がサカキ、フユイチゴ、蝿16がフユイチゴ、肌16がアオキ、フユイチゴである。

同様に、落襲樹の植生では、恥8がシロモジ、マンサク、カマツカ、飾13がマタタビ、アブラチ

ャン、ムラサキシキブ、蝕15がヤマアジサイ、クリ、ムラサギシギブ、蝿18がコクサギである。

同様に、多年草の植生では、胸9のワラビ、ススキである。

PSを高くする植生のうち、サカキ、ワラビを除く植生は、草本層で頻度20%以上の橙生である。

PSは、CCよりも変動が大きく、植生の変化は、種数の変化よりも鮫皮の変化から起こると考え

られる。

全　　　体

NQ　3　1　9　8　12　7　1011131514　22181617

図-11　PS(被度)の変化
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PSからPD=1-P・Sを求め、PDからBray-Curtis法により方形区の位露関係を求めた。

1977年測定の結果を図-12に示した。

縦軸、横軸は、前述CDの場合と同様に、それぞれ的.1l、14とNdl、8から求めた。

広葉樹林、ヒノキ林の各方形区は、いずれも的14からは距離があり、航11からは比較的近いた

め、縦軸の0・5へ0.7の狭い区間に並ん’でいる。又、スギ林は、横軸の約0.2-0.5に並び、胸1に

比較的近く、肌8から距離が長いためである。しかし、林相を除いた因子において、各方形区の並び

万に大きく影響しているかは不明である。

2.6　つる植物

調査地域内では、造林木のつる穏物による被害はほとんどなく、加害することの多いクズ、フジ、

ブドウ類、サルナシの旺盛な繁.苑地はなかっ

たが、出現頻度の高い種が多かったので、そ

の特控について検討した。

方形区ごとに、草本植生全体に占めるつる

植物の種数割合を図-13に示した。

つる植物の占める種数の割合は、6へ27

%である。平均的には、・およそ15%を占め

ている。又、つる植物の内訳では、木本つる

2へ20%、掌本つる4へ14%を占める。

幼令林よりも壮令林に占めるつる植物の割

合が高い傾向である。・これは、衰-6に示さ

れるようにつる植物は普遍的に生育する種が

多いこと、助命林よりも壮令林で草本層の積

数が械少することによっていると考えられる。

同一方形園部こおいて、10年間の出現頻

割　　　　　合

仏0　　　20　　・)0　　　60　　・80　　100弓も
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】し

1∂
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14骸後笈必了十十　　　　　　　　　　　‾‾】

22

し8

16

】7

図-12B・C法による方形区の位置関係
(PDによる)
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喜劇
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間

22琢瀦磁琢プ効力勿4--」‾　　‾‾‾‾‾‾「

18瀦あう変額三三二‾二二　一一一二二十　　　　‾‾‾二コ

16磁I%彩れト音　二一j　　　臆　　　‾‾‾‾‾‾」

木本つる　娃つる∴∴∴その他

図-13　つる植物の出現緩数割合
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NQ∴819　812　71011131614　22181617

図-15　　つる植物のCC、PSの変化

度を図-14に示した。

3回出現が0~50%、2回出現が10-50%、1・回出現が31-76%である。広葉樹林、二

段林では、1回出現が約80%と多いが、スギ、ヒノキ林では、約50%と少なiい傾向である。3回

出現は、スギ林約30%がヒノキ林約20%より多い傾向である。又、スギ林の林令が高い休分でも

高く、暗い鉢でも出現は多い。しかし、暗い休のつる植物は、伸長嶺が少ないもの、芽はえだけのも

のが多い傾向である。

つる植物のCC、PSの変化を図-15に示した。

CCは、0.18へ0.80とバデッキが多いが、音広築樹林、樹下植栽では0.18へ0.38と低く、ヒ

ノキ、スギ人工林では0・29へ0.80と高い傾向である。従って、広葉樹休は、ヒノキ、スギ人工林

に比較してつる植物の踵の変化が大きいと考えられる。方形区ごとの10年間のCCの変動は0.04

へ0・37と比較的小さく、方形区ごとに変化しない種がほぼ定まっていると考えられる。77×86

が他の年の比較よりも低い値のものが多く、ある方向に種組成が変化する傾向と考えられる。

PSは、0.01へ0.99と幅広く分布し、同一方形区内でも変化が大きい。最も大きい変化は蝿1

で、77×81、81×86と77×86では0.94.の差が認められる。又、77×官1、81×86、

77×86の変動は、それぞれ大きく特に傾向が認められない。PSが高い方形区は、肌9ではサル

トリイバラ、恥1、7、15、16、18、22　ではフユイチゴの被度が高いことによっている。

ま　　　と　　　め

揖斐郡谷汲村岐礼地内において、10×10mの方形区18箇所について、10年間の植生調査を

行い、草本層の主副犬態を検討した。

l・出現積数は、全体で401種、苗木層8’0種、亜高木周41種、低木層108種、草本層394

種である。

2.草本脚こおいて頻度の高い植生は、アオキ88%で最も多く、ハイイヌガヤ、ムラサギシギブ、

シロモジ、シロダモ、フユイチゴ、トコロ、フジ、ミツバアケビが50%以上で多い。

3.草本脚こおいて、常緑樹、つる植物、シダ植物は、頻度の高い植生が占める割合が高い。一・

年草は、頻度が低いものばかりで、種数も少ない。
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4.50%以上と頻度の高い草本層の植生は、アオキを除いて普遍的に生育する。

5.普遍的に生育、勅令人工林、広築薗酌こ多く生育する草本層の種数は、落葉鱒が多く、壮令人工

林に多く生育する積数は、多年草が多い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

6.方形区内の草本層の積数は、幼令休で約40へ80種で、20隼皇位で約20-50種と繊少し、

その後は約30へ60種である。常緑樹は、約5→15種で変動が少ない。落葉筒は、幼令期約20

へ50寵で多いが壮令期以降には10へ20種に減少する。多年草は、5へ30種で方形区による

バラツ羊が大きい。

7.草本層の出現種は、琳令の増加・とと糾こある方向性のある変化が認められる。

8.草本層の被度は、5へ202%iと方形区により大きな差があり、測定年、休令でみても大きなバ

ラツ羊が認められる。

9.比較的長く安定して被度の大きい植生は、常緑樹でフユイチゴ、ハイイヌガヤ、ソヨゴ、イヌツ

ゲ、シキミ、サカキ、アオキ、落葉駒でシロモジ、マンサク、カマツカ、マタクビ、アブラチャン、

ムラサギシギブ、ヤマアジサイ、クリ、コクサギ、多年草でワラビ、ススキである。
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